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西
郷
隆
盛
と
坐
禅 

N

H

K
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
は
佳
境
に
入

っ
て
い
ま
す
。
丁
度
、
薩
長
同
盟
が
成
立
し
た
場
面

で
興
味
深
く
観
て
い
ま
し
た
。 

フ
ラ
ン
ス
革
命
の
よ
う
に
、
血
を
血
で
洗
う
悲
惨

な
戦
争
を
す
る
こ
と
な
く
、
徳
川
幕
府
は
朝
廷
に
大

政
奉
還
し
、
明
治
新
政
府
に
政
権
を
譲
渡
し
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
な
無
血
革
命
は
世
界
の
歴
史
上
、
類
が
な

く
、
西
欧
か
ら
奇
跡
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
し
も
薩
摩
と
長
州
の
国
内
戦
争
に
な
っ
た
ら
、 

外
国
の
植
民
地
に
な
る
こ
と
は
予
想
で
き
ま
し
た
。

で
も
そ
う
な
ら
ず
に
、
憎
き
相
手
の
薩
摩
と
長
州
が

嫌
で
も
手
を
握
り
、
幕
府
を
無
血
に
し
て
討
幕
し
、

外
国
か
ら
日
本
を
救
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
っ
ぱ
れ
と

い
う
他
は
な
い
。
そ
こ
が
西
郷
隆
盛
の
肝
っ
玉
の
太

い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
最
も
尊
敬
さ
れ
る
日
本
人
の
一

人
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。 

さ
て
、
西
郷
隆
盛
の
「
統
率
力
、
正
義
感
、
信
念
」

は
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

彼
は
若
き
頃
よ
り
論
語
や
自
顕
流
と
い
う
剣
術

や
禅
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。
特
に
大
久
保
利
通
と
共

に
十
七
歳
か
ら
二
十
八
歳
ま
で
、
当
時
曹
洞
宗
の
誓

光
寺
の
住
職
円
了
無
参
和
尚
に
学
び
、
毎
朝
の
よ
う

に
寺
に
通
い
坐
禅
し
て
い
ま
し
た
。 

 

現
在
は
跡
地
に
坐
禅
石
公
園
が
あ
り
、
坐
禅
し
た

大
き
な
石
と
史
跡
が
公
園
の
中
に
あ
り
ま
す
。
無
参

和
尚
は
後
に
島
津
家
の
菩
提
寺
福
昌
寺
の
住
職
に

も
な
っ
た
名
僧
で
す
。 

 

和
尚
か
ら
指
導
を
受
け
た
人
達
が
有
志
組
を
作

り
そ
の
後
精
忠
組
に
発
展
し
、
明
治
維
新
を
成
し
遂

げ
た
人
達
と
な
り
ま
し
た
。 

 

西
郷
隆
盛
が
島
流
し
に
な
っ
た
時
、
西
郷
塾
で
子

供
た
ち
に
禅
の
教
え
を
説
い
て
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
「
無
私
無
欲
」「
本
来
無
一
物
」「
不

屈
の
精
神
」「
何
事
に
も
こ
だ
わ
ら
な
い
心
」
を
教
え

た
そ
う
で
す
。 

 

「
命
も
い
ら
ず
、
名
も
い
ら
ず
、
官
位
も
金
も
要

ら
ぬ
人
は
始
末
に
困
る
も
の
也
。
こ
の
始
末
に
困
る

人
で
な
け
れ
ば
、
艱
難
を
共
に
し
て
国
家
の
大
業
は

成
し
え
な
い
」
の
言
葉
は
有
名
で
す
。 

 

お
釈
迦
様
は
法
句
経
五
番
に
「
恨
み
を
以
っ
て
恨

み
を
返
さ
ず
、
そ
れ
を
忘
れ
る
か
、
忍
ぶ
か
、
許
す

こ
と
が
大
事
だ
」
と
説
か
れ
て
い
ま
す
。
万
人
が
こ

れ
を
実
践
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
で
す
。 

 

し
か
し
、
こ
の
日
本
で
は
こ
の
よ
う
な
考
え
方
の

土
壌
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
奇
跡
的
革
命
が
成
し
遂

げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

仏
教
の
教
え
は
真
の
平
和
の
宗
教
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

 
 
 
 

 
 

三
明
寺
住
職 

大
嶽
正
泰 

合
掌 

 
 

秋季彼岸号 

 

  第 120回じぞう寄席 8/25  笑福亭羽光・鈴々舎八ゑ羽 人気上昇中のお二人です 

じぞう寄席は始めてから 30年になります  近年は真打の師匠を中心にお招きしていますが 

初心にかえり二つ目さんの二人会を開催しました  11月はおなじみ古今亭菊之丞師匠です 
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【
檀
信
徒
行
事
】 

 

九
月 

○
高
梨
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
道
了
講 

 
 

4
日 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

8
日 

○
川
野
家
ご
法
事 

 
 

9
日 

○
久
川
家
ご
法
事 

 
 

 
 

○
宗
務
所
特
派
布
教
師
講
習  

10
日 

○
石
川
家
ご
法
事 

 
 

15
日 

○
厚
見
家
ご
法
事 

○
土
谷
家
ご
法
事 

 
 

16
日 

○
地
蔵
講 

 
 

18
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 

 

○
檀
信
徒
彼
岸
大
供
養
会 

 

22
日 

○
ペ
ッ
ト
彼
岸
大
供
養
会 

 

○
川
口
家
ご
法
事 

 
 

27
日 

○
鈴
木
家
ご
法
事 

 
 

29
日 

○
高
橋
家
ご
法
事 

 
 

 

十
月 

○
本
山
研
修 

永
平
寺 

 
 

2
～
4
日 

○
勝
野
家
ご
法
事 

 
 

6
日 

○
古
屋
家
ご
法
事 

 
 

7
日 

○
丸
山
家
ご
法
事 

 
 

○
道
了
講 

 
 

9
日 

○
梅
花
特
派
講
習 

 
 

11
日 

○
池
上
家
ご
法
事 

 
 

13
日 

○
浅
田
家
ご
法
事 

○
地
蔵
講 
 

 

16
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

 
 
 
 

 

 

十
一
月 

○
原
家
ご
法
事 

 
 

3
日 

○
斉
藤
家
ご
法
事 

○
道
了
講 

 
 

6
日 

○
地
蔵
講 

 
 

20
日 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

○
じ
ぞ
う
寄
席(

121
回)

古
今
亭
菊
之
丞 

23
日 

○
高
木
家
ご
法
事 

 
 

25
日 

 

【
住
職･

寺
族
】 

 

九
月 

○
終
活
講
話 

フ
ァ
ン
タ
ジ
ア 

1
日 

○
宗
務
所
所
会 

 
 

5
日 

○
大
本
山
總
持
寺
祖
院
焼
香
師 

13
日 

○
大
泉
寺
施
食
会 

 
 

23
日 

 

十
月 

○
宗
務
庁
梅
花
講
習 

 

4
日 

○
秀
源
寺
大
般
若 

 
 

6
日 

○
宗
務
所
寺
族
理
事
会 

 

18
日 

○
保
護
司
研
修
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

22
日 

○
楞
厳
院
大
般
若 

 
 

27
日 

 

十
一
月 

○
興
隆
寺
大
般
若 

 
 

5
日 

○
県
仏
教
婦
人
大
会 

 

7
日 

○
宗
務
所
保
護
司
会 

 
 

8
～
9
日 

○
興
隆
寺
晋
山
結
制 

 

18
日 

 

【
三
明
寺
や
す
ら
ぎ
大
学
】 

 

○
土
曜
写
経
会 

 
 

6
時 

○
日
曜
坐
禅
と
法
話
の
会 

 
6
時 

○
月
例
坐
禅
会 

第
一
月
曜
日 
19
時
30
分 

○
月
例
写
経
会 

第
三
月
曜
日 

9
時
30
分 

○
御
詠
歌(

寺
族) 

第
一
・
三
火
曜
日 

10
時
30
分 

○
や
す
ら
ぎ
大
学 

第
三
火
曜
日 

13
時
30
分 

 

【
住
職
ラ
ジ
オ
法
話
】 

 

○
Ｓ
Ｂ
Ｓ
ラ
ジ
オ 

 

第
四
土
曜
日
12
時
22
分 

○
コ
ー
ス
ト
Ｆ
Ｍ 

76.7 

毎
週
月
曜
朝
7
時
15
分 

 

【
お
知
ら
せ
】 

や
す
ら
ぎ
大
学
に
参
加
し
ま
せ
ん
か 

写
経
会
・
ご
詠
歌
講
・
法
話
の
会
（
や
す
ら
ぎ
大
学
）
に 

  

        

【
編
集
後
記
】 

□
年
々
、
四
季
が
崩
れ
、
原
始
人
の
よ
う
に
自
然
へ
の
恐
怖

を
覚
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
人
類
は
自
然
を
超
克
で

き
る
よ
う
な
錯
覚
を
し
て
き
ま
し
た
。
天
地
の
人
間
の
業

に
対
す
る
怒
り
を
感
じ
ま
す
。（
Ｓ
・
Ｏ
） 

 
 

 

平
成
三
十
年
九
月
一
日 

第
六
十
八
号 

発 

行
（
宗
）
曹
洞
宗 

剛
嶽
山
三
明
禅
寺 

編 

集 
 
 

大 
 

嶽 
 

正 
 

泰 

住 

所 

沼
津
市
大
岡
三
明
寺
四
○
五
一 

電 

話  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
３ 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

０
５
５
・
９
２
９
・
２
３
２
４ 

Ｕ
Ｒ
Ｌ  http://www.sanmyouji.com

 

メ
ー
ル  info@sanmyouji.com

 
 

 

【
施
食
会
の
お
塔
婆
に
つ
い
て
】 

檀
家
の
皆
様
に
は
年
会
費
の
中
よ
り
全
員
の
「
先
祖
代
々

之
霊
位
」
の
お
塔
婆
を
本
堂
に
ご
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

九
月
二
十
日
ま
で
に
お
引
き
取
り
が
無
い
場
合
は
、
各
永

代
供
養
塔
に
建
て
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
お
早
め

に
来
寺
く
だ
さ
い
。 

 
 
 
 
 
 

住
職 

合
掌 
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  おみこしは住職の祈願の後に門池を一周渡御しました 

 

新盆供養 7/8  ペット盆供養 7/8  お盆の合同供養 7/15・8/12  ご家族おそろいでお出かけいただきました 

 曹洞宗婦人会東海管区研修 於 三重県志摩市 6/21.22   

じぞう寄席 8/25 もう一つのお楽しみ抽選会 皆さんが持ち寄られた景品に盛り上がりました 

約 30団体の神輿会のみなさんが参加しました 
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  梅花講による奉詠 

じぞう盆大祭 8/19 

  飛龍太鼓と小林囃子がお祭りを盛り上げてくれました 

  八木春子さんの歌声が華を添えます お楽しみ抽選会    ♥一等賞 自転車  特賞 熱海宿泊券 おめでとうございます 

  本堂内特設の施餓鬼棚 

護持会総会 総代挨拶 

近隣のご寺院様がご先祖様のご供養をいたしました 

多くの皆様に 

お出かけいただきました 

 

恒例の千人鍋 パエリア 役員さん 暑い中ご苦労様でした 

参拝の皆様 


